
 

味の素社 

役員新体制のお知らせ 

＜趣旨＞ 

（１） ASV経営の進化のためのコーポレート・ガバナンス強化 

 ① 持続的な企業価値向上によるステークホルダーの信頼の獲得 

指名委員会等設置会社への移行の目的として掲げた、ASV(Ajinomoto Group Shared Value)経営の進化

を加速させ、「ステークホルダーの意見を反映させる適切な執行の監督」と「機動的な意思決定と実行」を

両立させる、より実効的なコーポレート・ガバナンスを担う役員体制とする。 

② 経営監督機能に関する客観性・透明性・実効性の高い取締役会の実現 

取締役会の過半数を社外取締役で構成し、多様な取締役による活発な議論を通じて実効性の高い運営

を果たすべく、経験豊かな社外取締役が取締役会議長を担う。 

また、取締役会に属する 3委員会により、客観性・透明性の高いガバナンスを実現する。 

1)指名委員会；委員の過半数を社外取締役で構成し、CEO の選解任や取締役候補者の選定プロセスを明

確化する。委員長には、社外の経営人財に通じ、社内の次世代経営人財育成を支援してきた社外取締役

が就任予定。 

2)報酬委員会；社外取締役のみで構成し、客観的な役員報酬決定を実現する。委員長には、グローバル企

業の経営経験のある新たな社外取締役が就任予定。 

3)監査委員会；委員の過半数を社外取締役で構成し、業務執行を行わない社内取締役とともに内部監査

部門と連携し、実効性の高い監査によりモニタリングレベルの高い「監督」を実現する。委員長には、会社

法に精通した弁護士である社外取締役が就任予定。 

（２） 2030年ビジョン「食と健康の課題解決企業」に向けて、企業文化を変革し持続的な企業価値向上を実現する役

員の体制 

 ①「食と健康の課題解決企業」実現に向けて、取締役会が経営の重要事項についての議論を深め、大きな方

向性を示すために、新たにグローバル・ヘルスケア企業の CEO 経験者を社外取締役に加えた体制とす

る。 

②執行は、取締役会により大幅に権限委譲された CEO が中心となって、ワンチームで持続的な企業価 値向

上を実現する。 

③ CEOを含め、全 19名の執行役がワンチームを形成する。 

1)経営会議；3 本部長が実行する企業文化の変革について、CDO、CXO、および CIO が指導・支援すること

で、経営会議が企業文化の変革を推進する。 

2)2研究所長、４地域本部長、食品営業統括、グローバル・サステナビリティを担う執行役が経営会議を補佐

する。 

3)内部統制上の監査を担う執行役が、監査委員会のモニタリングを支援する。 

取締役会議長を社外取締役とすることから、取締役会長は、執行役会長として複数の公益財団法人等の

対外活動を推進し持続的な社会貢献を担う役割に変更する。 

（３） ダイバーシティ&インクルージョンの推進 

 「2030年に取締役、ライン責任者の 30％を女性にする」30％クラブへのコミットメントに即して推進する。 

①取締役会；女性の割合を現状の 22％（9名中 2名）から 27％（11名中 3名に）に 

②執行役；同じく現状の 5％（執行役員 37名中 2名）から 11％（19名中 2名）に 

また 19名中 1名が外国人 

（４） 役員、執行体制の改革 

 ①2021年 6月下旬付で執行役員制度を改訂し、3年間をかけて段階的に、特に重要な執行を担う執行役に集

約していく(現在の執行役員 37名から、執行役 20名程度へ)。 

②2021年 7月から新たに従業員籍の執行理事・理事を任命し、執行役候補の若返りを図る。 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


